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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月18日(2012.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者の身体に直接装着可能な生体情報検出装置であって、
　放射線量を検出する放射線検出センサと、
　被検者の生体情報を検出する生体情報検出手段と、
　前記放射線検出センサ及び前記生体情報検出手段に接続されており該放射線検出センサ
によって検出された放射線量を表すデータ及び該生体情報検出手段で検出された生体情報
を表す生体情報データを一定間隔で無線送信する無線通信手段と、
　前記放射線検出センサ、前記生体情報検出手段及び前記無線通信手段に動作電力を供給
する電力供給手段と、
　前記放射線検出センサ、前記生体情報検出手段、前記無線通信手段及び前記電力供給手
段を収納保持する合成樹脂で形成された収納ケースと、
　前記収納ケースを前記被検者に装着するための装着手段と
を備えていることを特徴とする生体情報検出装置。
【請求項２】
　前記生体情報検出手段は、生体の姿勢状態を検出可能な加速度センサを含んでいること
を特徴とする請求項１に記載の生体情報検出装置。
【請求項３】
　前記生体情報検出手段は、生体の温度を検出する温度センサを含んでいることを特徴と
する請求項１又は２に記載の生体情報検出装置。
【請求項４】
　前記生体情報検出手段は、生体の心電信号を検出する心電センサを含んでいることを特
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徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の生体情報検出装置。
【請求項５】
　前記装着手段は、前記収納ケースを前記被験者の胸部に貼着する貼着パットであること
を特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の生体情報検出装置。
【請求項６】
　前記装着手段は、前記収納ケースに取り付けられる装着ベルトであり、前記被検者の手
首に巻回して装着するように構成されていることを特徴とする請求項１から４のいずれか
１項に記載の生体情報検出装置。
【請求項７】
　前記放射線検出センサによって検出された放射線量を積算する積算手段をさらに備え、
前記無線通信手段は、前記積算手段の積算量を一定間隔で送信するように構成されている
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の生体情報検出装置。
【請求項８】
　前記無線送信手段は、前記放射線検出センサ以外の各センサからの検出値を表すデータ
をそのまま送信することを特徴とする請求項７に記載の生体情報検出装置。
【請求項９】
　前記無線送信手段は、前記データに特定情報を付加して送信するように構成されている
ことを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の生体情報検出装置。
【請求項１０】
　前記特定情報は、情報の送信毎に歩進する送信番号であることを特徴とする請求項９に
記載の生体情報検出装置。
【請求項１１】
　前記放射線検出センサは、γ線（ガンマ線）空間線量を検出可能なシリコン半導体検出
センサを含んでいることを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載の生体情報
検出装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明は上記従来技術の課題を解決することを目的としてなされたもので、作業者にた
だ一つの小形機器を直接装着するのみで、作業者に負荷を与えることなく、また作業現場
に人員を向かわせることなく、現場の状況を的確に把握することができる生体情報検出装
置を提供することを目的とする。係る目的を達成する一手段として以下の構成を備える。
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